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「エコマークコミュニケーションフォーラム」を開催しました

2月6日、消費者、事業者等のステークホルダーが集うコミュニケーションの場として、「エコマーク

コミュニケーションフォーラム」を開催しました。本イベントでは、「エコマークアワード2012」の表

彰式と受賞者によるエコマーク商品等の環境配慮商品普及に向けてのパネルディスカッションを行いまし

た。多くの皆様のご来場、誠にありがとうございました。

「エコマークアワード ２０１２」 受賞者による記念撮影

エコマークアワードの ト ロフィー

エコマーク ニュース
E co Ma rk N e ws

2013.4.20 No.89
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。
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「エコマークアワード ２０１２」 表彰式

　 フ ォーラ ムの前半では、 「エコマーク アワード ２０１２」 の表彰セレモニーを行いま し た。 昨年 「エコマーク ア ワー

ド ２０１１」 で金賞を受賞された日本生活協同組合連合会よ り 、 金賞受賞後１年間の活動等をご紹介いただいた後、 本

年度の各賞の表彰が行われま し た。

　 今回が３回目と な るエコマーク アワード は、 「エコマーク商品をはじめ とする環境配慮型商品の製造・販売あ るい

は普及啓発を通じ た、 企業 ・ 団体等の優れた取 り 組みを表彰する」 ものです。 また、 ２０１１年度、 ２０１２年度に認定

されたエコマーク認定商品の う ち、 特に環境性能や先進性、 エコ フ レン ド リ ーデザイ ンなどが優れた商品に授与す

るプロ ダ ク ト ・ オブ ・ ザ ・ イヤーの表彰も行われま し た。 受賞団体の皆様、 おめで と う ございま し た。

　 各賞の受賞理由は、 エコマーク事務局ホームページ （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ａｗａｒｄ/２０１２/） をご参照 く ださ

い。

特別報告 「エコマークコミュニケーションフォーラム」開催

金賞表彰の様子

金 　 賞

株式会社タ カ ラ ト ミ ー

　 おも ちゃ初のエコマーク認定！

　 未来を担 う子ど もたちへ、 おもちゃを通じ たエコマーク

　 普及の取 り 組み

銀 　 賞

ヱスケー石鹸株式会社

　 廃食油 リ サイ クル石けんシステムの構築と エコマーク認定商品の リ サイ クル石けんの

　 普及

タ イムズ ２４ 株式会社

「気づけばエコ」 環境に優しい新たな交通手段

銅 　 賞

コニカ ミ ノルタ ビジネステ ク ノ ロジーズ株式会社

　 ラ イ フサイ クル全体での環境負荷低減活動

　 カラー複合機 コニカ ミ ノ ルタ ｂｉｚｈｕｂ  Ｃ シ リーズ （ｂｉｚｈｕｂ　Ｃ７５４，Ｃ６５４，Ｃ５５４ など）

住江織物株式会社

　 水平 リ サイ クルタ イルカーペッ ト　ＥＣＯＳ タ イルカーペッ ト シ リ ーズの開発と普及

田中建材株式会社

　 木質加熱アス フ ァル ト 舗装 （ハーモニーロード ウ ッ ド）

プロダク ト ・

オブ ・ザ・

イヤー

ＨＤＤ 搭載ハイ ビジ ョ ンブルーレ イデ ィ スク レ コーダー （ブルーレ イデ ィ ーガ）

ＤＭＲ-ＢＲＴ２３０ 他

［エコマーク認定番号 ： １２ １４９ ００７ 他］

パナソ ニッ ク株式会社　ＡＶＣ ネッ ト ワーク ス社
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エコマーク ２０１２ 年度年次活動報告

　 プログラムの 後に、 エコマーク事務局長 宇野治よ り ２０１２ 年度の活動報告を行いま し た。

「エコマークアワード ２０１２」 講評 ――選考委員長 平尾雅彦氏 （東京大学大学院教授）

　 エコマーク商品は、 認定を取得し ているだけで も十分に環境に配慮し

ている商品です。 エコマーク ア ワー ド の選考においては、 エコマーク を

ビジネスの中で有効に活用されているか、 また、 エコマーク が目指し て

いる持続的な社会、 循環型の社会に向けて大き く 貢献されているかが、

重要なポ イ ン ト と なっています。 さ ら に、 商品を作るだけでな く 消費者

に気づいて も ら う こ と が重要であ り 、 いかに消費者と社会 と をつなげる

こ と に尽力されているか、 と い う 観点から評価を行いま し た。

　 プロ ダ ク ト ・ オブ ・ ザ ・ イヤーは、 ２０１１ 年度、 ２０１２ 年度にエコマー

ク の認定を取得 さ れた商品の中か ら 、 特に優れた商品に授与する も の

で、 エコマーク商品を通し て私たちが豊かな生活をする、 と い う こ と に導いている点を評価し ま し た。

　 今回の受賞を、企業のみな さんと私たち消費者が豊かな社会に向けて一緒に努力する きっかけにしてい

ただきたい と思います。 受賞者の皆様、 おめで と う ございま し た。

受賞団体によるパネルデ ィ スカ ッシ ョ ン

エコマーク等環境配慮商品の普及への取り組み ～エコマークアワード受賞団体と と もに考える～

　 はじめに、 各受賞団体よ り 受賞理由 と なった取 り 組

みについて発表いただき ま し た。 続 く デ ィ スカ ッ シ ョ

ンでは、 環境配慮商品のアピールにおいて、 一般消費

者や企業などそれぞれの対象に向けたコ ミ ュ ニケーシ

ョ ンの方法や、 環境配慮サービ スでのエコマーク活用

などが話されま し た。 また、 環境配慮商品の開発にお

ける努力など、 各社の担当者によ る具体的な取 り 組み

が紹介され、 非常に興味深い内容 と な り ま し た。

◆受賞団体によ るプレゼンテーシ ョ ン資料は、 エコマ

ーク事務局ウ ェブサイ ト にてご覧いただけます。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｆｏｒｕｍ/２０１２.ｈｔｍｌ）

コーディネーターの山崎和雄氏と受賞団体パネリストの皆さん

受賞事例紹介 「エコマークアワード ２０１１ 金賞受賞後 １ 年を振り返って」

――日本生活協同組合連合会

　 認定商品数の拡大 と 商品へのマーク 表示など、 外部認証の環境ラベル と し て

エコマーク を活用する取 り 組み、 エコマーク アワー ド金賞受賞後の ＰＲ 活動な ら

びに商品を通じ た社会貢献などについてご紹介いただき ま し た。

日本生活協同組合連合会

中野尚義氏
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新 認定商品のご紹介

エコマーク認定のホテルが誕生

――設備面の環境対応と環境コ ミ ュニケーシ ョ ンの促進

　 近年、 ホテルや旅館において環境への取 り 組みに力

を入れる動きが広がって きています。 こ う し た取 り 組

みが広 く 社会に発信される こ と は、 環境の側面を考慮

し て宿泊施設を選びたい と考え る個人や企業などに と

って有意義な情報源と な り ます。

　 このよ う な状況を踏まえ、 ホテル ・ 旅館等の宿泊施

設における環境配慮の取 り 組みを促進、 可視化する と

と もに、 環境の視点から ホテルや旅館を選ぶための情

報を利用者に提供する こ と を目的 と し て、 エコマーク

では ２０１２ 年 １０ 月に商品類型 Ｎｏ.５０３ 「ホテル ・ 旅館

Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 を制定し ま し た。

　 これを受け、 (株) スーパーホテルのスーパーホテル　

Ｌｏｈａｓ　ＪＲ 奈良駅が、 第 １ 号 と な るエコマーク認定を

取得し ま し た （認定番号 １２ ５０３ ００１）。

■設備面の取り組みによる環境負荷の低減

(株)スーパーホテルでは、 ＬＯＨＡＳ （Ｌｉｆｅｓｔｙｌｅｓ　Ｏｆ

　Ｈｅａｌｔｈ　Ａｎｄ　Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ） の考え方に基づき ホテ

ルの経営を進めてお り 、 「スーパーホテルの ５ つの約

束」 の １ つに地球環境問題に率先し て取 り 組むこ と を

掲げ、 ２００１ 年に本格的に環境配慮活動を開始し ま し

た。 ２００２ 年からは ＩＳＯ１４００１ に基づ く 環境マネジ メ

ン ト シ ステムの構築 ・ 運用 と 認証取得を進め、 現在、

全国の ９８ 店舗が同規格の認証を取得し ています。

　 施設面においては、 ホテル内の照明にイ ンバーター

型蛍光灯を導入する と と もに、 さ らに消費電力が少な

く 長寿命の ＬＥＤ 照明への切 り 替え を進めてい ます。

空調に関し ては、 集中式ではな く 客室ご と に調節がで

き る個別式エア コ ンを設置し、 省エネの促進を図って

います。 また、 節水型シ ャ ワーヘッ ドや節水コマの導

入、 バス タブへの満水ラ イ ン表示など、 きめ細かな対

応によ り 節水を促し ています。

　 さ ら に、 客室に分別式のごみ箱を用意する と と も

に、 浴室のシ ャ ンプー、 リ ン ス をデ ィ スペンサー式に

し、 必要な量だけ使用でき容器包装のごみが発生し な

いよ う にする など、 資源消費 ・ ごみ発生の抑制や資源

循環に努めています。 このほか、 内装への環境配慮素

材の導入を進めるなど、 様々な視点から取 り 組みを進

めています。

■利用客の理解 ・ 協力を通じた環境活動

　 スーパーホテルでは環境コ ミ ュニケーシ ョ ンにも力

を入れ、 利用客の理解 ・ 協力を通じ て環境負荷を低減

する取 り 組みを進めています。

　 ホテルの宿泊客には、 チェ ッ ク イ ン時に 「エコひい

き活動」 への協力を呼びかけています。 この活動では、

連泊時の清掃不要の申出、 マイ箸の持参や歯ブラ シの

返納などに対し て地元の菓子など をプレゼン ト し、 資

源消費やごみ発生の抑制に結びつけています。

　 また、 独自の環境活動 「エコ泊」 を通じ て、 カーボ

ンオフセ ッ ト も進めています。 この取 り 組みでは、 公

式ホームページか ら予約 ・ 宿泊し た利用者を対象に、

宿泊時に発生する １ 室当た り の ＣＯ２ 排出量　

４.９３ｋｇの５０％分を、 ク リ ーンエネルギー事

業への出資によ り オフセ ッ ト し ています。

(株)スーパーホテルでは、設備面の環境対

応や環境コ ミ ュニケーシ ョ ンを通じ た活動に

対する認知度を高め、環境に配慮したホテル

の利用を促進する ために、 スーパーホテル　

Ｌｏｈａｓ　ＪＲ 奈良駅においてエコマーク の認定

に取 り 組み、取得に至 り ま し た。同社では今

後も環境への取り組みの充実に努める と と も

に、他の店舗においてもエコマーク認定取得

を進めてい く 考えです。

◆ (株)スーパーホテルのウェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓｕｐｅｒｈｏｔｅｌ.ｃｏ.ｊｐ/

エコマーク認定を取得した

スーパーホテル Ｌｏｈａｓ ＪＲ 奈良駅 （外観）

[上] ディ スペンサー式の

　 　 シャンプー、 リンス

[下] 分別式ごみ箱
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。
（次ページに続 く ）

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１５２ テレ ビ Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１３ 年 ３ 月 １２ 日 ２０２０ 年 ３ 月 ３１ 日

浄化槽のエコマーク認定商品が登場

――汚水処理の普及に貢献する高機能、 低環境負荷の合併処理浄化槽

日本では下水道や浄化槽等によ る汚水処理施設が整

備されている地域が約８７％ （人口比） に達し ています

が、 整備が遅れている小規模の市町村の中には人口が

分散し た地域も多 く 、 し尿 と生活雑排水の両方をオン

サイ ト で効率的に処理でき る合併処理浄化槽の普及が

期待されています。

　 こ う し た こ と から エコマーク では、 合併処理浄化槽

の導入促進、 し尿のみを処理する単独処理浄化槽から

の転換によ り 汚水処理の整備を促進する こ と を目的 と

し て、 ２０１２年１２月に商品類型Ｎｏ.１５１ 「浄化槽Ｖｅｒ-

ｓｉｏｎ１」 を制定し ま し た。 こ れを受け、 大栄産業(株)

の 「ダ イエー浄化槽ＦＣＥ型」 が 初のエコマーク認定

を取得し ま し た （認定番号 １２ １５１ ００１）。

■高い水質浄化性能、環境性能を実現

　 大栄産業(株) では 「人 と水の快適な調和」 を目指し、

浄化槽をはじめ とする排水処理に関わる ビジネス を展

開する と と もに、 事業活動に伴 う 環境負荷の低減、 従

業員やステ イ ク ホルダーの環境意識の向上にも力を入

れてお り 、 こ う し た活動の一環 と し てエコマーク の認

定取得に取 り 組みま し た。 今回認定を取得し た 「ダ イ

エー浄化槽ＦＣＥ型」 は、 優れた水質浄化性能を有する

こ と はも と よ り 、 消費電力の低減、 余剰汚泥の減容化

など様々な点で環境配慮がな されています。

　 省エネ対応においては、 消費電力が少ない 新式の

ブロ ワ を採用する と と も に、 装置稼働時に送風量が効

率的に利用される よ う 工夫を重ねま し た。 また、 二次

処理槽の構造の工夫によ り 、 必要風量を低減でき効率

良 く 水が流動するシステムを実現し ま し た。

　 浄化槽の稼働に伴って余剰汚泥が発生し ますが、 本

製品では、 嫌気化及び汚泥の自重で圧密濃縮する方法

を採用する こ と によ り 効率的に汚泥を減容化し、 槽内

清掃時の運搬汚泥量の低減を図っています。

■製品の設置時、使用後の環境負荷も低減

「ダ イエー浄化槽 ＦＣＥ 型」 は、 浄化槽と し ての機能

を維持しつつコ ンパク ト 化が図られてお り 、 製造時の

資源消費の抑制と と もに、 製品の輸送や設置時に発生

する残土の運搬に伴 う エネルギー消費、 ＣＯ２発生の抑

制等の環境負荷低減効果が期待されます。

　 本製品 （５ 人槽 ・ ７ 人槽） は業界で初めて、 浄化槽の

躯体に リ サイ クル性に優れたポ リ プロ ピ レ ンを使用し

ています。 これに加え、 材質ご と に分離 ・ 分別が容易

な製品構造にする こ と によ り 、 資源循環の実効性を高

めています。 また、再生プラ スチッ ク を ３８ ％以

上使用し てお り （重量比）、 再生資源の活用 と い

う 点で も環境に配慮し た設計になっています。

　 大栄産業(株) では、 エコ マーク の認定取得を

踏まえ本製品の環境特性 と と も に、 消費電力や

発生残土の抑制に伴 う コ ス ト 低減効果等を ア

ピールし、 導入拡大に努めてい く 考えです。

◆大栄産業(株) のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｄａｉｅ-ｉｎｄｕｓｔｒｙ.ｃｏ.ｊｐ/
エコマーク認定の大栄産業(株) の 「ダイエー浄化槽 FCE 型」
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認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　 以下の認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付を行いま し た。 認定基準の制定については、 エコマー

ク事務局ウ ェブサイ ト および次号のエコマーク ニュースでお知らせいた し ます。

・ 新規商品類型　 「乳幼児用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１」

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定の実施について、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイ ン ト 改定日

１１７ 複写機 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１３ ・ ド イ ツ 「ブルーエンジェル」 基準および

グ リ ーン購入法と の整合

・ 語句等の統一

・ 時限措置が終了し た項目の削除

・ 試験方法の追加 ・ 削除 　 　 など

２０１３年３月１日
１２２ プ リ ン タ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１０

１３２ ト ナーカー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.８

１４２ イ ン ク カー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.４

２０１３ 年度以降に取り組む新規商品類型の選定結果について

２０１３ 年度以降に取 り 組む新規商品類型について、

昨年 １０ 月 １ 日～３１ 日に新規商品類型提案の募集を行

いま し た。 寄せられた提案な らびに事務局から の提案

を踏ま え、 エ コ マー ク 企画戦略委員会で審議 し た結

果、 右記の４件について、 ２０１３年度以降に着手する新

規商品類型化の候補と し て さ ら に継続検討する こ と と

な り ま し た。

●新規商品類型化の候補と し て継続検討とする案件

（五十音順）

・ 「再生原料を使用し た化学製品」

・ 「小規模自然エネルギー発電機」

・ 「乳幼児用品 ［適用範囲の拡大］」

・ 「ビルディ ング再利用によ る節電型レン タル ト ラ ン

クルーム、 エコ ステーシ ョ ン等」

委員会報告

運営委員会 （第 ３０ 回）

　 第 ３０ 回運営委員会が ２０１３ 年 ３ 月 ２５ 日に開催され

ま し た。 議事内容は以下の とお り です。

１．２０１２ 年度 （平成 ２４ 年度） エコマーク事業報告

２．２０１３ 年度 （平成 ２５ 年度） エコマーク事業計画およ

び予算（案） について

３．エコマーク中期活動計画について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

〈商品類型 Ｎｏ.１５２ 「テレビ Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 について〉

　 高度な リ サイ クルを実現するための製品設計、 軽量

化の推進、 統一省エネ ラベル★★★★★相当の優れた

省エネ性能＊、 利用者の視聴環境に応じ て節電でき る

機能、 および欧州の環境規制に対応し た有害物質の使

用削減などの厳しい要求事項や、 希少金属類 （レア メ

タル) やア メ リ カで も規制が進んでいる紛争鉱物など

の観点について も考慮し、 総合的に環境負荷を低減し

た 「テレ ビ」 を認定する こ と を目的と し ています。

＊チューナーセパレー ト タ イプは★★★★相当以上
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トピックス

２０１３ 年度版パンフレ ッ ト、 カ タログのご案内

　 エコマーク と グ リ ーン購入法特定調達

品目の対応関係を ま と めたパン フ レ ッ ト

「２０１３ 年度版エコマーク と グ リ ーン購入

法特定調達品目」 を作成し ま し た。 ご希

望の際は普及 ・ 国際協力課までお問い合

わせ く ださい。 エコマーク事務局ホーム

ページから も ダ ウ ン ロー ド いただけます

ので、 あわせてご活用く ださい。 （ｈｔｔｐ://

ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｇ_ｅｃｏ１３.ｐｄｆ）

　 また、 エコマーク認定商品を掲載し た

グ リ ーン ステーシ ョ ンカ タ ロ グ ２０１３ 年

度版が完成し、 発行元の (株)フ ァ イ ン よ

り 地方公共団体等に配布さ れています。

イ ン ターネ ッ ト 版は常時 新情報に更新

されますので、 そちら もご活用く ださい。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｇｒｅｅｎｓｔａｔｉｏｎ.ｎｅｔ）

「２０１３ 年度版エコマーク と

グリーン購入法特定調達品目」

パン フレ ッ ト

グリーンステーシ ョ ンカ タ ログ

２０１３ 年度版

お問い合わせ ： (株) フ ァ イ ン

（電話 ０６-６４４８-０００４）

アピ タ千代田橋店の環境フ ェアに参加しまし た

２０１３年１月１９日、 ２０日の２日間、 エコマーク認定

小売店舗であ る アピ タ千代田橋店 （名古屋市） にて実

施された環境フ ェ アに参加し ま し た。 本フ ェ アは東海

三県一市グ リ ーン購入キ ャ ンペーン期間に合わせ、 グ

リ ーン購入の啓発 と環境に対する関心を高める イベン

ト と し て開催されま し た。

　 アピ タ （ユニー） が実施し たプロ グ ラ ムは、 環境へ

の取 り 組みを紹介する コーナーの設置や、 お店探検ツ

アー と環境紙芝居など、 小さいお子さんで も無理な く

環境を意識でき る楽しい内容でし た。 エコマーク の紹

介コーナーでは、 アピタ店内で販売されているエコマー

ク認定商品を集めて展示し、 多種にわたるエコマーク

認定商品をご覧いただき ま し た。

アピタ千代田橋店での環境フ ェアの様子

基準審議委員会 （第 １２ 回）

　 第 １２ 回基準審議委員会が ２０１３ 年 ２ 月 ２５ 日に開催

されま し た。 審議事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エ コ マー ク 商品類型 （認定基準） 案について （Ｐ.６

参照）

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.６ 参照）

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださ

い。
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「こどもエコ ク ラブ全国フ ェステ ィバル」 に参加しまし た

２０１３年３月２４日に開催された 「こ ど もエコ ク ラブ

全国フ ェ ステ ィ バル」 に参加し ま し た。 環境活動を行

っている全国各地の ク ラ ブが集 う こ のイベン ト では、

ブース出展し ている企業が、 子ど も たちに環境への取

り 組みを紹介し ます。 エコマーク事務局のほかに、 エ

コマーク契約企業では株式会社エフ ピ コが出展し ま し

た。

【エコマーク事務局からのお知らせ】

■エコマーク事務局ウ ェ ブサイ ト を リ ニューアルし ま し た

　 エコマーク事務局ウェブサイ ト を リ ニューアルし ま し た。 ト ッ プページの ＵＲＬ は変わ り ませんが、 サイ ト 内の

ページが移動し ている場合があ り ます。

■エコマーク メ ールマガジン登録のご案内

　 エコマーク事務局では、 メ ールマガジン 「エコマーク広報」 を定期的に配信し てお り ま

す。 メ ールマガジンのご購読は、 エコマーク ウ ェブサイ ト にて、 または右記 ＱＲ コー ド に

ア ク セス し てご登録いただけます。

※エコマーク メ ールマガジンの配信システムを変更いた し ま し た。 セキ ュ リ テ ィ システム

の関係で、 これまで受信し ていた メ ールマガジンが受信できな く な る ケースがございま

す。 ご不明な点はエコマーク事務局までお問い合わせ く ださい。

■公益財団法人への移行のお知らせ

　 当協会は ２０１３ 年 ４ 月 １ 日に公益財団法人に移行いた し ま し た。 移行に伴い、 公益財団法人日本環境協会と 改

称 （旧名称 財団法人日本環境協会） いた し ま し た。 今度と も皆様のご理解、 ご協力を賜 り ますよ う 、 よ ろ し く お

願い申し上げます。

メ ールマガジン

登録用ＱＲ コード

ＧＥＮ 役員会に出席しまし た

２０１３年４月１０日、 １１日に、 世界エコ ラベ リ ング ・

ネ ッ ト ワーク （Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、 以下

ＧＥＮ） の役員会が ド イ ツ ・ ベル リ ンで開催され、 エコ

マーク事務局か ら は ＧＥＮ の役員を務める宇野事務局

長および ＧＥＮ 総務事務局担当者が出席し ま し た。

　 会議では、 様々な国際機関 と の連携やＧＥＮのＰＲ活

動の拡充、 今後の運営などについて議論が行われま し

た。 次回の役員会は、 今秋の年次総会に併せ行われる

予定です。

「こどもエコ クラブ全国

フ ェスティバル」 の様子


